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研究成果の概要（和文）：本研究では、主に家族形成期にあたる女性研究者へのインタビューおよびアンケート
調査を通して、仕事・研究と私生活の役割間の葛藤に対して行う対処行動、および役割間の葛藤と相乗効果を明
らかにした。はじめに、育児中の女性研究者が仕事・研究と私生活を両立させるために、自身や配偶者の親から
の育児への支援が重要な要因になり得ることがわかった。また、女性研究者は、男性研究者にくらべて、仕事・
研究と私生活での役割間での葛藤を経験しやすいが、同時にそれらにおける相乗効果も経験していることが明ら
かになった。

研究成果の概要（英文）：Through interviews and questionnaires with female researchers who are mainly
 in the family formation period, this study clarified their coping behaviors toward conflicts 
between work/research and private life roles, as well as the synergistic effects of inter-role 
conflicts. First, I found that support for child care from their own or their spouse's parents can 
be an important factor for female researchers who are raising children to balance their 
work/research and personal lives. It was also found that female researchers are more likely to 
experience conflicts between their work/research and private life roles than male researchers, but 
at the same time they also experience synergistic effects among these roles.

研究分野：家族社会学、ジェンダー

キーワード： 女性研究者　キャリア形成　ワーク・ライフ・バランス　ジェンダー
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究を通して、研究者としてのキャリアの初期段階と私生活における家族形成期が重なることにより、特に女
性研究者が仕事・研究活動と私生活を両立させるためにさまざまな対処をしていることが明らかになり、若手研
究者への組織的な支援の重要性が示されたことは社会的意義といえる。また、女性研究者が仕事・研究と私生活
での役割間での葛藤を経験するとともに、それらにおける相乗効果も経験していることを明らかにできたことは
学術的意義といえる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
わが国の研究職に占める女性の割合は、年々増加しているものの、本研究を計画し始めた 2017
年時点で 15.7％にとどまり、主要国と比較して低い水準にあった（内閣府、2018）。特に自然科
学系領域で女性研究者が増加しない原因として、在学中や入職後に研究職としてのキャリアか
ら次第に退出する「パイプラインの漏れ（Leaky Pipeline）現象」があり、その背景には仕事・
研究活動と私生活の両立の困難さがあることが指摘されている（Blickenstaff, 2005）。 
人が、複数の社会的役割を担うことは、役割間の葛藤をもたらし、生活の質を低下させるといわ
れることがある（Greenhaus & Parasuraman, 1999）。ワーク・ファミリー・コンフリクトとは
「家庭内での役割のために、仕事上での役割が充分に果たせていない」といった状況を指す。一
方、2000 年頃からの研究では、仕事と私生活にはポジティブな関係性もあるとされ、それを示
す複数の概念が提唱されている。そのうち、本研究が着目するワーク・ファミリー・エンリッチ
メントは「家庭内の役割における経験が、仕事上の役割における経験の質を高めること」を表す
（Greenhaus & Powell, 2006）。仕事と私生活の役割間で葛藤をかかえやすいとされる女性研究
者にとって、そのような相乗効果を経験することは、研究職としての「パイプラインからの漏れ」
を抑制し、キャリア形成にとって重要な影響をもたらすのではないかと考えた。 
 
２．研究の目的 
本研究は、女性研究者の仕事・研究と私生活における役割間の葛藤と相乗効果を同時に捉え、そ
の関係性を検証することを目的とした。本研究では、大学やその他の研究機関に所属し、一般的
に家族形成期にあたる年齢層の女性研究者に焦点をあて、①仕事と私生活の役割間の葛藤に対
して、どのような対処（コーピング）を行っているのか、②葛藤をかかえやすいとされる女性研
究者にとって、仕事と私生活の役割間における相乗効果の経験はキャリア形成にどのような影
響を及ぼすのか、という 2つの問いについて、インタビュー調査とアンケート調査をもとに明ら
かにしようとした。 
 
３．研究の方法 
はじめに、主に家族形成期にあたる女性研究者に対するインタビュー調査をスノーボール方式
で展開した。結果の比較を目的として、少数の男性研究者への調査も実施した。その後、インタ
ビュー調査から得られた知見をもとに、20歳代から 50 歳代までの大学・研究機関に所属する男
女研究者を対象としたオンラインによるアンケート調査を設計・実施した。本調査から得られた
データを分析し、国内外の学会で発表するとともに、論文としてまとめた。 
 
４．研究成果 
(1) 主に家族形成期にあたる女性研究者に対するインタビュー調査を実施し、仕事・研究活動と
私生活においてどのような葛藤を経験しているのか、また、葛藤を経験した際の対処方略につい
て調べた。また、研究者あるいは大学教員の職務のどのような特徴が、私生活とのコンフリクト
を生じやすいかについても知見を得た。例えば、育児中の研究者にとって、時間的制約がある中
で教育活動と研究活動とを両立させることの困難さが明らかになった。このような時間的制約
がある状況においては、仕事（研究）と私生活を両立させる上で、自身や配偶者の親からの育児
に対する支援がきわめて重要な要素であることがわかった。また、2020 年春からの新型コロナ
ウイルス感染症の拡大が研究者の仕事・研究活動と私生活にもたらした影響を調べるため、小規
模なインタビュー調査を実施した。これらのインタビュー調査から得られた知見はアンケート
調査の設計に大いに活かされた。 
  
(2) 女性研究者が経験するワーク・ファミリー・コンフリクトの水準について、研究者と同様に
女性比率の低い技術者との比較を実施した。ワーク・ファミリー・コンフリクトには、仕事上の
役割によって家庭内の役割が十分に果たせないことを表す「仕事から家庭へ」のコンフリクトと、
家庭内の役割によって仕事上の役割が十分に果たせないことを表す「家庭から仕事へ」のコンフ
リクトの 2方向がある。データ分析の結果、女性技術者にくらべて、女性研究者は、「仕事から
家庭へ」のコンフリクトをより強く経験していることが明らかになった。 
 
(3) わが国の研究開発技術者の社会的なネットワークが、仕事と家庭における経験の領域間の
流出の一形態を表す「ワーク・ファミリー・ポジティブスピルオーバー」にもたらす効果の性差
について検証した。データ分析の結果、男性にくらべて、女性は「家庭から仕事へ」および「仕
事から家庭へ」のいずれのポジティブスピルオーバーを高い水準で経験していることがわかっ
た。さらに、同居以外の親族や友人との家事や育児における関わり合いがポジティブスピルオー
バーにもたらす効果には性差があり、女性にくらべて男性のほうが強いことが明らかになった。
この点は、その後の本研究の遂行に新たな視点をもたらした。この結果をまとめ、2021 年にオ
ンラインで開催された国際学会で発表した。 



 
(4) 所属学会の年次大会において、大学院生や若手研究者向けに若手研究者のキャリア形成と
育児との両立をテーマとするセッションを共同で企画し、話題提供者として本研究およびこれ
までの関連する研究から得られた知見を紹介した。セッションを通して、若手研究者のキャリア
形成と育児との両立については、当事者および将来的にそれらを経験する可能性のある若手研
究者からの関心が非常に高く、本研究テーマの重要性をあらためて実感した。 
 
本研究の遂行を通して、キャリアの初期段階と私生活における家族形成期が重なることにより、
特に女性研究者が仕事・研究活動と私生活を両立させるためにさまざまな対処をしていること
が明らかになった。また、女性研究者が仕事・研究と私生活での役割間での葛藤を経験するとと
もに、それらにおける相乗効果も経験していることを明らかにできたことは重要な示唆といえ
る。さらに、特にわが国の研究者としての典型的なキャリアパスのスタートである任期付き研究
者のキャリア継続および組織的な支援の重要性をあらためて認識したため、今後の研究の展開
に活かしたい。 
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